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ABSTRACT

Thedatawereobtalnedbycomputeroperat10nOnOurunlVerSltyStudents

fortenyearsfrom1983through1992　Wegotthedataof9，286economlCS－

maJOrStudents（E）and6，084law－maJOrStudents（L），bothlnfreShmen（1）

andsophomores（2），plCkedupaltogether15，370datalntCnyearS Wetook

StatlStlCSlnthemeanvaluesof5gradatlOneValuat10n，Standarderror，the

regresslOn equat10n，the coefflClentS Of determlnatlOn and analysIS Of

TheproporLlOnOL5Gradat10nEvaluat10n（％）lnVertlCalJump（cm）are

asfollows，032％under32cmforStepl，351％1mtherangeof33～42cmfor

Step2，2473％1mtherangeof43～53cmforStep3，4470％1ntherangeof

54～63cmforStep4and2657％above64cmlnStep5

TheproportlOnOf5GradatlOnEvaluatlOn（％）lnBackStrength（kg）are

asfollows，050％under71kgforStepl，1616％lntherangeof72～107kg

forStep2，5574％1ntherangeoflO8～143kgforStep3．2344％lntherange

Of144～177kgforStcp4and3．95％above178kglnStep5Thedataobtalned

WereCOmparedw⊥ththenatlUnWldemeanvaluesofunlVerSltyStudents
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1　は　じ　め　に

スポーツテストには、体格診断テスト、体力診断テスト及び運動能力テスト

の3種類がある■㌔著者らは、このうちの体格診断テストにつき、本学に在

学する学生を対象に1983から1992年までの10年間にわたってチークを収集し、

処理して来た。この間の測定者対象数は、経済学部生（9，286名）および法学

部生（6，084名）、合せて15，370名である。なお両学部共に測定対象者は1咋次

生（18才）と2年次年（19才）とした3～8）。

測定項目が、垂直跳と背筋力とし、その平均値・標準偏差・回帰方程式・決

定係数および分散の5項目につき五段階評価をした。

まず、垂直跳で、第1段階（32cm以下）が032％、第2段階（33～42cmの範

閃）が351％、第3段階（43～53cmの範囲）が2473％、第4段階（54～63cm

の範囲）が4470％および第5段階（64cm以卜）が2657％である。なお、測定

年度と共に、第3段階のものが減り、第5段階のものが増える傾向が見られた。

次に、背筋力では、第1段階（71kg以卜つ　が050％、第2段階（72～107kg

の範囲）が1616％、第3段階（108～143kgの範囲）が5574％、第4段階（144

～177kgの範囲）が2344％および第5段階（178kg以上）が395％である。測

定年度と共に、第2段階と3段階のものが減り、第4段階のものが増える傾向

が見られた。

垂直跳と背筋力の測定項目について、学部・学年別に平均値を比較・検討し

た。

垂直跳の10年間の平均値gJは、それぞれ経1（5817cm）・経2（5830cm）・

法1（5733cm）および法2（5848cm）である。これを学年別にみると1年年
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が5755cmであり、2年生か5389cmである。さらに、全体では5807cmである。

文部省が毎年「Hしている全国の17均値と本学の平均値とを比較・検討し、各年

那IJの変化も調べた1い。その結果、1年次ノート（5775cm）では本学が370cm低

く、2年次生では（5839cm）で本学が275cmも低いことがわかった。

背筋力の10隼間の平均値g）は、それぞれ経1（12892kg）・経2（13121kg）・

法1（12541kg）および法2（130．66kg）である。これを学年別に見ると1叩

生が12716kg、2咋仕が13093kg、全体では12905kgである。文部省が毎年出

している全国の平均仲と本学の平均値とを比較・検討し、各年度別の変化も調

へることができたL2㌧その結果、1年次年（13714kg）では本学が997kg（7

85％）弱く、2年次／1（13958kg）では本学が864kg（661％）も弱いことがわかっ

た。

ここに以卜のように報告する。

2　測定方法

測定は文那省制定の診断テスト実施方法に準拠し、本学教養部体督関係の数

日が即、■うした。測定欄間は1983年から1992年までの10年間で、各年度の4月中

旬より51日1旬の中旬に実施した。なお、調香対象数は、次のとおりである。

】983年　経l（563）、緯2

1984年　繹1（599）、繹2

1985咋　綻1（605）、締2

1986年　繹1（453）、経2

1987咋　繹1（600）、緯2

1988年　経1（413）、経2

1989年　繹1（160）、繕2

1990年　経1（263）、経2

199141経l（394）、紺2

1992年　綽1（440）、締2

、ド均　　経1（449）、維2

（568）、法1

（599）、沈1

（600）、法1

（508）、法1

（603）、法】

（419）、法1

（132）、法1

（478）、法1

（429）、法1

（460）、法1

（480）、法1

3

（278）、法2

（300）、は2

（299）、法2

（337）、法2

（300）、法2

（394）、法2

（111）、法2

（247）、法2

（371）、法2

（407）、法2

（304）、法2

（220）、計（1629名）

（299）、計（1797名）

（273）、計（1777名）

（207）、計（1505名）

（300）、汁（1803名）

（346）、計（1572名）

（166）、計（569名）

（352）、計（1340名）

（447）、計（1641名）

（430）、計（1737名）

（304）、計（1537名）
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3　情報処理

測定値はOCRシ㌧一トを入力媒体とし、光学式読取磯（OCR OptlCal

Character Reader）から入力した。使用コンピュータは、本学情報科学セン

ターにある日立製作所製のHITAC M－220IID‘である。なお、必要に応じ

てFORTRANプロク　ラムと統計解析用ソフト　BASIC STATISTICAL

SYSTEMを使用した。ここで、＊表示は、演算速度（約04MIPS）、記憶素

子（MOS－LSI、64ビット／チソプ）、主記憶容星（8MB）、サイクルタイム

（読込み150ms・書込み150ms）。

4　測定結果2～8）

4．1　桂1における垂直跳の5段階評価

経1の垂直跳の5段階評価を、7七抽J（左側）に示す。第1段階（32cm以

下）は、10年間の最大値が1．2％、平均値が0．2％および最小値が00％と非常に

少ない。第2段階（33～42cmの範囲）は、最大値が78％、平均値が3．3％およ

ひ最小値が0．6％で少ない。第3段階（43～53cmの範囲）は、最大値が36．6％、

平均値が236％および最小値が9．3％である。第4段階（54～63cmの範囲）は、

最大値が49．8％、平均値が445％および級小値が36．2％で最も多い。第5段階

（64cm以上）は、最大値が472％、平均値が282％および畝小値が111％で第4

段階に次いでいる。平均でみると、第4段階は全体の約45％を占め、第3段階

と5段階を合わせると約50％を占めている。

4　2　法1における垂直眺の5段階評価

法1の垂直跳の5段階評価を、紬的J（右側）に示す。第1段階は、10年

間の最大値が16％、平均値が05％および最小値が00％。第2段階は、最大値

が76％、平均値が41％および最小値が1．0％。第3段階は、最大値が413％、

平均値が263％およひ最小値が118％。第4段階は、最大値が482％、平均値

が44．4％および最小情が41．5％。第5段階は、最大値が455％、平均値が24．5

－4－



大阪経済法科入学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

芸～ �� ������｢�の ����寸 ��⊂亡〕 班(�｢�の 氷,"� 倆��ﾒ�⊂⊃ �7��

てト �� ��の �� 
ue 責諾 ��ﾈ�ﾒ� 凵Z〇 ���� ����H8ﾒ�くつ 寸 � ��寸 凾ﾌ �.��

」＿ て：　LU ���� �� �� �� �� �� ��

J ．＝ qJ 三 月 ���+"�����I��������8ﾘ,(.��▼＝γ �� ����寸 ��寸 ����寸l �� ��寸 �� 

h h 意 ∈ ∴ J 夜�ｲ�+8���I9���h���i9��ﾇﾈ.b�,ﾂ�（D⊂） ？亡丘 のト 凵ｼlつ く．【⊃ �,ﾂ�寸 �7(�｢� ��禰�����ﾈ�｢���の ▼ゴl �� �� 

q〇 ��B� 剪�くJ⊃ ��⊂⊃ �,ﾂ� 

く⊃ ��寸 
｛ヨ こ＿・二 心ロつ 式と ��x������⊂⊃ ��ﾅ�,"�〔⊃ �� ��ﾈ�ﾒ�⊂⊃ ���｢� 

くつ ��ﾈ�ﾒ�くつ �*ﾘ,"�

⊥ 二 む 犯�*ｲ�*ｸｷﾂ� ����*ﾘ�8�｢� �� ��⊂⊃ �,ﾂ� �� �� ��Lrつ 

読　芯 ��の �� �� �� �� �� �� ��

廿日 告謡 劔�*ﾘ,"�〇〇 披�くつ ⊂⊃ ���ﾒ�*ﾘ�ﾒ� �,ﾂ� 册8u�� ��ｨ�｢�

E J＝ ト1 h �������Hﾖ�� ����寸 �� �� �� �� �� �� 

モヨ �� �� �� �� �� �� �� ��

意 ∈ 三 〇 E O ■ ��iUｲ�ﾇﾈ.b�絣��9��･x-2���ﾂ�8ﾘ�H�ｴ��-��ﾈ,"�ﾔﾈ+2�CO ��⊂†つ �,ﾂ�∽ ��h�(爾�（D ����⊂⊃ �,ﾂ�（．D く．D �,ﾂ�の ��亡か 〇〇 

「」彗 寸†・．」 凵Z〇 J m ����〔＜） �� ���｢�（コ⊃ ��り ��ﾈ,"� 

⊂⊃ ��の ������｢� ��〔＝⊃ 劍�ﾈ�ﾒ�く⊃ ���� ��ﾈ�ﾒ� ��

∈⊃ �*ﾘ,"�⊂⊃ ��凾ｭつ �� ��く⊃ ��く；⊃ ��ﾈ�B�

［二 ∈巴 当選 ：弓 � �� �� �� �� ��舛 紐�∴ 佰ｲ�〔ピ 

寸 ��⊂D の ��ｵ��ﾂ�く：D 〇〇 �� �,ﾂ� �*ﾘ*ﾒ�8��こ＞ くく ��hｷﾂ�ト ∽ �*ﾘ*ﾒ�+��B�

二
、
．
こ
■
二
、
二
ご
＝
、
、
こ
■
…
J
ト
「
こ
■
・
、
し
こ
「
こ
∈
二
＝
＼
二
二
二
＝
、
て
丁
．
モ
、
、
こ
　
▲
‥
こ
と
。
こ
三
、
、

こ
こ
ご
二
、
、
二
ご
二
手
二
＼
ご
ざ
＝
：
三
＝
ぺ
ご
三
三
、
こ
し
、
∴
　
ミ
　
「
ミ
、
ミ



大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

％および最小値が86％である。平均で見る分布は、経1と良く似た傾向にあ

り、第4段階は全体の約45％を占め、第3段階と5段階を合わせると約50％を

占めている。

4．3　経2における垂直跳の5段階評価

経2の垂直桃の5段階評価を、知的2（左側）に示す。第1段階は、10年

間の最大値が09％、平均値が0．3％および最小値が00％。第2段階は、最大値

が119％、平均値が4．0％および隠小値が04％。第3段階は、最大値が60．4％、

平均値が25．7％および簸′ト値が11．8％。第4段階は、最大値が530％、平均値

が451％および最小値が25．7％。第5段階は、最大値が44．5％、平均値が249

％および良中値が1．7％である。平均値で見る分布は、法1と良く似ており、

第4段l発射ま全体の約45％を占め、第3段階と5段階を合わせると約50％を占め

ている。

4．4　法2における垂直跳の5段階評価

法2の垂直跳の5段階評価を、紬的2（右側）に示す。第1段階は、10年

間の最大値が13％、平均値が03％および最小値が00％。第2段階は、最大値

が63％、平均値が2．7％および隠小値が06％。第3段階は、最大値が38．0％、

平均値が233％および最小値が140％。第4段階は、最大値が50．6％、平均値

が448％および最小値が400％。第5段階は、最大値が401％、平均値が28．7

％および良小値が14．0％である。平均値で見る分布は、経1と良く似ており、

第4段階は全体の約45％を占め、第3段階と5段階を合わせると百分率は約50

％を占めている。

4　5　経1における背筋力の5段階評価

経1の背筋力の5段階評価を、rα抽∂（左側）に示す。第1段階（71kg以

下）は、10年間の最大値か08％、平均値が03％および良中値が00％。第2段

階（72～107kgの範囲）は、最大値が24．9％、平均値が16．9％および最小値が10

6％。第3段階（108～143kgの範囲）は、最大値が666％、平均値が572％お
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大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）
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大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）
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大阪経済髄科大学学生の体力の5段階評価（1）（沢、森下、勝）

よび最小値が467％。第4段階（144～177kgの範阿）は、最大値が33．1％、平

均値が22．3％および隠小値が104％。第5段階（178kg以上）は、最大値が6．8

％、平均値が31％および最小値が01％である。平均でみると、第3段階は全

体の約55％を占め、第2段階と4段階を合わせると約40％弱を占めている。

4　6　法1における背筋力の5段階評価

経1の背筋力の5段階評価を、れ王的3（右側）に示す。第1段階は、10年

間の最大値は40％、平均値が0．8％および最小値が0．0％。第2段階は、最大値

が391％、、平均値が200％および最小値が83％。第3段階は、最大値が66．1％、

ヤ均値が580％および最小値が461％。第4段階は、最大値が279％、平均値

が179％および最小値が8．6％。第5段階は、最大値が73％、平均値が31％お

よび最小値が06％である。平均でみると、第3段階は全体の約55％を占め、

第2段階と4段階を合わせると約40％弱を占めている。

4．7　桂2における背筋力の5段階評価

繹2の背筋力の5段階評価を、mbJeイ（左佃）に示す。第1段階は、10咋

問の最入植が09％、平均値が05％および放小イ酌が00％。第2段階は、最大値

が174％、平均値が12．3％および最小値が44％。第3段階は、点大値が62．3％、

平均伯が546％および級小値が427％。第4段階は、最大値が411％、平均値

が269％および良小値が18．1％。第5段階は、最大値が114％、平均値が55％

および最小値が17％である。平均でみると、第3段階は全体の約55％を［ljめ、

第2段階と4段階を合わせると約40％弱を占めている。

4　8　法2における背筋力の5段階評価

法2の背筋力の5段階評価を、rα抽4（右側）に示す。第1段階は、10年

間の最大値が16％、平均値が0．4％および扱小値が00％。第2段階は、最大値

が216％、平均佃が155％および蚊′ト値が95％。第3段階は、最大値が623％、

平均値が532％および最小佃が485％。第4段階は、最大値が325％、平均値

が26．7％および腺中値が20．6％。第5段階は、良人値が78％、平均情が4．1％

－10－



大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（工）（沢、森下、勝）

mbJe百　月eSuJgS（イ純e5Crα血hon血dhαれ0m（ゾVerかCαJ血mp（乙わper

月er摘）CndβccたSreねぎ班（エ0Mer月打班）lnOurOL低エ古山d帥亡S

lst。pl 剳7FW�"�Step3 儡tep4 儡tep5 

5 垂 偖ﾈ�Xｿy$�u��～32cm �33～42cm 鼎8��S66ﾒ�鉄H��c66ﾒ�田F6ﾘ���

経1 ���B���B�23 52 �8�33��23．58 �44．48 �28．22 

南 �����d����4．05 �#b�34 鼎B�43 �"�．46 

挑 （％） ��ﾓ"�d�"�0．28 �3．98 �#R�72 鼎R�05 �"�．86 

0．25 �2．72 �#8�C#r�鼎B�84 �"�72 

平均 ���33"��8�CS��24．73 �44．70 �26．57 

6 背 筋 力 （％） ��U7FW�ﾂ�ｧyYHｧyD���耳爾�������s�ｶr�儡tep2 �7FW�2��7FW�B��7FW�R�
72～107kg �������C6ｶr���CH���svｶr���s穎����

経1 才去1 ���C#r���h�Cヲ�#��C���57．21 �22．30 �3．12 

0 塔��鉄��00 ��r�#b�89 �2�08 

経2 ∴∵ �����53 39 ��(�C#R�54 ��CS��涛"�5 鉄2�

15．47 鉄2�16 �#h�CSR�釘�06 

l平均 ���CS����h�C�b�55．74 �23．44 �3．95 

および最小佃が16％である。平均でみると、第3段階は全休の約55％を占め、

第2段階と4段階を合わせると約40％弱を占めている。

5　検　　　討

5．1五段階評価における垂直眺の学部・学年別の比較2～且）

垂直桃の5段階評イlHIを、7’αbJe古の（上段）にノJ、す。第1段階（32cm以下）

は、緯1が023％、法lが052％、繹2が028％およびは2が025％である。

第1段階の平均032％は、この5段階の中で小さい。第2段階（33～42cm）は、

経1が330％、法1が405％、経2が398％および法2が272％である。第2

段階の平均351％は、この5段階の申で2番目に小さい。第3段階（43～53cm）

は、経1が2358％、法1が2634％、経2が2572％および法2が2327％であ
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大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

る。第3段階の平均24．73％は、この5段階の中で中間を占めている。第4段

階（54～63C皿）は、経1が4448％、法1が44．43％、経2が45．05％および法2

が4484％である。第4段階の平均4470％は、この5段階の中で最大である。

第5段階（64cm以卜）は、綿1が2822％、法1が2446％、繹2が24．86％およ

び法2が2872％である。第5段階の平均2657％は、この5段階の中で2番目

に大きい百分率である。

法1の第1～3段階は他の学部・学年より大きく、第4・5段階は最も小さ

い。経2の第1～3段牌は大きい方から3番目である。第3段階における学部・

学年の順位は、小さい方から法1・経1・経2および法2の順である。が、第

5段階では、これとは逆である（ダね．J）。ダわ．f上段の第3段階では、繹1よ

り経2の方が大きい年は、’83から’86迄と，90から，92迄、逆ば87から，89迄であ

る。法学部はにおいても良く似た傾向が見られた。また、諷査年度の初期で構

成比率が人きく、後期では小さい。ダね．J中段の第4段階では約45％で、学部・

学年に差が見られなかった。ダね．rF段の第5段階では、第3段階とは逆の傾

向が見られる。

5．2　五段階評価における背筋力の学部・学年別の比較…）

背筋力の5段階評価を、紬的5（下段）に示す。第1段階（72kg以下）は、

経1が0．27％、法1が0．81％、経2が0．53％および法2が039％である。これ

らの平均0・50％は、5段階の中で最も小さい。第2段階（72～107kg）は、経

1が16・89％、法1が2001％、経2が12．25％および法2が15．47％である。こ

れらの平均16・16％は、5段階の中で中間である。第3段階（108－143kg）は、

経1が57．21％、法1が58．00％、経2が5458％および法2が5316％である。

これらの平均5574％は、5段階の中で最大である。第4段階（144～177kg）

は、経1が2230％、法1が17．89％、経2が2692％および法2が2665％であ

る0これらの平均2344％は、5段階の中で2番目に大きい。第5段階（178kg

以上）は、経1が312％、法1が308％、経2が553％および法2が4．06％で

ある。これらの平均395％は、5段階の下から2番目である。
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大阪経済法科大学学年の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

5垂直挑Step3 �� 粘(�腟乃$ﾄ嚢8Т(��ﾃ"�?�?�?�?�?��

’83　’84　’85　’86　’87　’88　’89　’90　’91　’92

Measurement Years

F相．JfJはbgmmq／毎か〟een摘e GrαdαhomEuαuαわOnPerc的αgeq／

VPrとエCdJ⊂んmp（％）αnd〟eα昆reme乃　yedrS nOurOL唱⊥Suden8
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大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

法1は第1～3段階で他の学部・学年より大きいのに対して、第4・5段階

では辰も小さい。第2段階の順位は、小さい方から経2・法2・経1および法

1の順である。が、第4段階では、これとは逆である（ダね．2）。ダね．2上段の

第2段階では、調査年度が新しくなるほと、1年次より2年次がやや小さくな

る傾向が見られる。また、調塵年度の初期で構成比率が大きく、後期では小さ

い。ダね．2巾段の第3段階では、’85以外の法学部1年次生は2年次より小さ

い。が、経済学部学生は、’86、’87、’91と’92を除くと良く似ている。ダわ．2

下段の第4段階では、’91と’92以外、経法共に、1年次より2年次の方が大き

いことが確認された。1年次牡が2年次生より大きいのは、第2・3段階であ

り、その逆が第4・5段階である。

5．3　1年次生の垂直跳の回帰係数と決定係数卜11）

1咋次生の垂直桃の高さ（年度別平均値Ⅴ）の各年度（Year）上への回帰

方群式は、次のとおりである。ただし、VNl、V。1、VLlおよびVELlは、それ

ぞれ、全回1年次生、経1、法1および1年次生の垂直跳である。

VNl（cm）＝　69．76－0095Year‥　・（R2＝0．182）　　・（1）

Ⅴト】（cm）＝－2942＋1001Year‥　　（R2＝0697）　　　（2）

VI．（cm）＝－14．81十0．824Year・・・・（R2＝0595）　　　（3）

VEL▲（cm）ニー2216＋0913Year・…（R2＝0692）　　・（4）

ここで、全国1年次生の回帰係数は一0095と小さい上に、決定係数（R2）

も0182と小さいことから、断言はできないか、全国1年次生の垂直跳の値は、

年々侍かではあるが卜がっている。すなわち、ジャンプパワーが弱っていると

も想像される。これに反して、詞点年度初期の本学学生は、全国を遥かに下回っ

たけれとも、次第に全国の値に追いっいていることが分かった。関に回帰係数

と決定係数は、それぞれ0．913と0692とみられる。

この垂直跳（Ⅴ）を各段階別に分布してみると、まず、径1では、次のよう
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大阪経済法科大学学住の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森卜、勝）
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大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

El垂直跳　　　　　　　　　　　　　◇Step4 
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√ノ‘　　　×　　　　　岩、一、－占 

□　Step3 
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な回帰式が得られる（ダfg．βの上段と紬的6の上段参照）。

VS3E．（％）＝　2677－2790Year……（R2＝0．725）　　　（5）

VS。6．（％）＝134．7－1032Year……（R2＝0．492）　　　（6）

VS5E．（％）＝－3524＋4350Year……（R2＝0756）　　・（7）
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大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

ここで、VS361は経済学部1年次／トの第3段階の百分率

VSIElは経済や部1年次生の第4段階の百分率

VS4E▲は経済学部1年次生の第5段階の百分率

VSコElの回帰係数と決定係数ニ2790と0725は、調査年度と共にそこに入る

割合が減少する傾向を小している（式5）。VS4Elについても同様である。V

S4E・の回帰係数と決定係数4350と0756は、調査年度と共にそこに入る割合が

増大する傾向を示している（式6）。第5段階は、百分率が大きく、式7と式

2との関連性が考えられる。試みにこれらを平均すると、托1の回帰係数と決

定係数は、人凡0176と0658とみられる。

同様に法1ついては、次のような回帰式が得られる（ダ相．∂の下段とれ止血牒

の上段参照）。

VSH・（％）＝　2393－2434Year・（R2＝0471）　　（8）

VS4LL（％）＝　668－0255Year……（R2＝0098）　　（9）

VS5LL（％）＝－277．9＋3456Year・・（R2＝0582）　・（10）

ここで、VS3】．は法学部1年次牡の第3段階の「子分率

VSdLlは法学部1年次叶の第4段階の百分率

VSSLlは法学部1年次生の第5段階の百分率

VSルの回帰係数と決定係数－2434と0471は、調査年度と英にそこに入る

割合が減少する傾向を示している（式8）。VS。．．についても同様である。V

S5Llの回帰係数と決定係数3456と0582は、調査年度と共にそこに入る割合が

増大する傾向をホしている（式10）。第5段階は、百分率が人きく、式10と式

3との関連性が考えられる。試みにこれらを平均すると、法1の回帰係数と決

定係数は、人凡0256と0384とみられる。
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人阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）
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大阪経済法科大学学年の体力の5段階評価（l）（沢、森下、勝）

5　4　2年次生の垂直跳の回帰係数と決定係数巨11）

2年次隼のヰ【山桃の高さ（年度別平均値V）の各年度（Year）上への回帰

方程式は、次のとおりである。ただし、VN。、VE2、VL2およひV。L2は、それ

ぞれ、全国2年次生、紹2、法2および2年次生の垂直跳である。

VN2（cm）＝　63．34－0025Year・・（R2＝0013）　　（11）

VE2（cm）＝－1211十0805Year…‥・（R2＝0．733）　　・（12）

ⅤⅠ2（cm）＝1257　十0525Year……（R2＝0425）　　・（13）

VEI2（cm）＝　0．26＋0664Year　・（R2＝0614）　　（14）

ここで、全国2年次生の回帰係数は－0．025と小さい上に、決定係数（R2）も

0013と小さいこと、本∫、羊の回帰係数が大きいことなどは、1年次生の傾向と

同様である。

これを各段階別の分布でみると、まず、経2では、次のような回帰式が得ら

れる（ダわ．イの卜段とr丘的6の卜段参照）。

VS3E2（％）＝　3152－3308Year　…（R2＝0421）　　（15）

VS4E㍑（％）＝　533－0094Year・（R2＝0．001）　　・（16）

VSm（％）＝－3307＋4063Year……（R2＝0679）　　　（17）

ここで、VSぅト2は経許、首耶2年次作の第3段階の百分率

VS4E。は稚折学郡2年次生の第4段階の百分率

VS5E2は経済学部2年次生の第5段階の百分率

VS3E2の回帰係数と決定係数－3308と0421は、調査年度と共にそこに入る

割合が減少する傾lbJをホしている（式15）。VS4E2についても同様である。V

SSE2の回帰係数と決定係数4063と0679は、調査年度と共にそこに入る割合が

－19　－



大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）
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増大する傾向を示している（式17）。第5段階は、百分率が大きく、式17と式

12との関連性が考えられる。試みにこれらを平均すると、経2の回帰係数と決

定係数は、大凡0220と0367とみられる。

同様に法2ついては、次のような回帰式が得られる（ダね．4の下段とr bJe6
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大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

のと段参照）。

VSヨL2（％）＝1920－1．928Year　‥（R2＝0．471）　　・（18）

VSIL2（％）＝　338＋0126Year‥・・（R2＝0．013）　　　（19）

VS5L2（％）＝－1610＋2168Year……（R2＝0430）　　・（20）

ここで、VS。L2は法学部2年次生の第3段階の百分率

VS。．2は法学部2年次生の第4段階の自分率

VS512は法学部2年次ノⅠの第5段階の百分率

VS。L2の回帰係数と決定係数－1928と0471は、調査年度と共にそこに入る

割合が減少する傾向を示している（式18）。VS4L2の回帰係数と決定係数0126

と0013は有意でないので、調香年度の関連については何とも言えない（式19）。

VSらし2の回帰係数と決定係数2168と0430は、調査年度と共にそこに入る割合

が増大する傾向をホしている（式20）。第5段階は、百分率が大きく、式20と

式13との関連性が考えられる。試みにこれらを平均すると、法2の回帰係数と

決定係数は、大凡0122と0．305とみられる。

5．5　1年次生の背筋力の回帰係数と決定係数頼】1）

1年次生の背筋力（年度別平均値B）の各年度（Year）上への回帰方程式

は、次のとおりである。ただL、Ⅰ3Nl、BEl、BLlおよびBELlは、それぞれ、

全円1年次／ト、経1、法1および1年次生の背筋力である。

BNl（kg）＝125323＋0135Year……（R2＝0066）　　‥（21）

Bト，．（kg）＝－33872　十1860Year・・・・・（R2＝0775）　　・（22）

BL．（kg）＝－55152　十2064Year……（R2＝0689）　　・（23）

BEL．（kg）＝－44512＋1962Year……（R2＝0832）　　・（24）

ここで、全l司1年次生の回帰係数0．135、決定係数0066は有意でない。本学

－21－



大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

の回帰係数が正であるのは、調査初期の段階で、B値が全国より遥かに小さく、

後期になると全国の値とほほ近くなっているからである。

この背筋力（B）を各段階別に分布してみるとVの場合と同様の記法で、まず

繹1では、次のような回帰式が得られる（ダわ．古の上段とrb鋸e6の下段参照）。

BS2El（％）＝129．3－1284Year・…（R2＝0．698）　　・（25）

BS361（％）＝　2515－2220Year・（R2＝0．768）　　　（26）

BSIEl（％）＝－2172十2．738Year‥　（R2＝0873）　　・（27）

ここで、BSZElは経済学部1年次生の第2段階の百分率

BS3Elは経済学部1年次生の第3段階の百分率

BS4Elは経済学部1年次生の第4段階の百分率

BS2F】の回帰係数と決定係数は、－1284と0698（式25）。BS3E．のld帰係

数と決定係数は、¶2220と0768（式26）で、いずれも、調査年度と共にそこ

に入る割合が減少する傾向を示している。BS4Elの回帰係数と決定係数2．738

と0・873は、調査年度と共にそこに入る割合が増大する傾向を示している（式

27）。この第4段階は、百分率が大きく、式27と式22との関連性が考えられる。

試みにこれらを平均すると、経1の回帰係数と決定係数は、人凡－0256と0

780とみられる。

l司様に法1ついては、次のような回帰式が得られる（F旬．房の下段と乃抽β

の下段参照）。

BS2Ll（％）＝1898－1940Year・・・（R2＝0439）　　（28）

BSJLl（％）＝1070－0560Year・・・．・（R2＝0080）　　（29）

BS4Ll（％）＝L1596＋2．028Year・・（R2＝0708）　　・（30）
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大阪繹潜は科大学学′1の体力の5段階評価（1）（沢、森ト、勝）
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BS。】】は法学部1咋次生の第4段階の百分率

BSmの【叶帰係数と決定係数－1．940と0439から、調査年度と共にそこに入
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大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

る割合が減少するとみられるが、確度は高くない（式28）。BS。いの回帰係数

と決定係数－0560と0080は有意ではない。BS。Llの回帰係数と決定係数2．

028と0708は、調査年度と共にそこに入る割合が増大する傾向を示している

（式30）。第4段階は、百分率が大きく、式30と式23との関連性が考えられる。

試みにこれらを平均すると、法1の回帰係数と決定係数は、大凡－0．157と0．

409とみられる。

5　6　2年次生の背筋力の回帰係数と決定係数8－11）

2年次生の背筋力（年度別平均値B）の各年度（Year）上への回帰方程式

は、次のとおりである。ただし、BN2、BE2、Bz，2およびBEL2は、それぞれ、

全国2年次生、経2、法2および2年次生の背筋力である。

BN2（kg）＝116001＋0269Year‥＝（R2＝0123）　・（31）

Bピコ（kg）＝　40600＋1．036Year……（R2＝0．511）　・（32）

BL2（k）＝106．224＋0．279Year‥…（R2＝0．029）　・（33）

BEL2（kg）＝　73412＋0657Year‥・（R2＝0．239）　　（34）

ここで、全国2年次生の回帰係数0．269、決定係数0123は有志でない。全国

に比へ、本学の回帰係数が大きいことは、1年次生の傾向と同様である。

この背筋力（B）を各段階別の分布でみると、Vの場合と同様の記法で、ま

ず、経2では、次のような回帰式が得られる（爪タ．βの上段とれ沌わβの下段

参照）。

BS2E2（％）＝　676－0632Year　…‥（RZ＝0202）　・（35）

BS3E2（％）＝1202－0750Year……（R2＝0．113）　・（36）

BSIEB（％）＝－437＋0807Year・・・（R2＝0．123）　・（37）

ここで、BS2E2は経済学部2年次生の第2段階の百分率

▼24－



大阪経済法科大学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）
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BSgE2の回帰係数と決定係数－0632と0202は、有意ではないが、調査年度

と共にそこに入る割合の減少が想像される（式35）。BS。E2の回帰係数と決定
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大阪経済法科大学学丑の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森卜、勝）

係数－0．750と0．113についても同様である。BS。E2の回帰係数と決定係数0

807と0．123についても同様、断言はできないが、詞奄年度と共にそこに入る割

合の増大が想像される（式37）。第4段階は、百分率が大きく、式37と式32と

の関連性が考えられる。試みにこれらを平均すると、経2の回帰係数と決定係

数は、人凡－0．192と0146とみられる。

同様に法2ついては、次のような回帰式が得られる（ダ岬．βの下段とmbJeβ

の卜段参照）。

BS2T2（％）＝　202　－0054Year……（R2＝0．001）　　・（38）

BS3．2（％）＝1249－0819Year・（R2＝0328）　　・（39）

BS4Lぺ（％）＝－21．6＋0551Year‥…（R2＝0132）　　・（40）

ここで、BS2L2は法学部2年次生の第2段階の百分率

BS3し2は法学部2年次生の第3段階の百分率

BS4L2は法学部2年次生の第4段階の百分率

BS2Ⅰ2の回帰係数と決定係数は、－0054と0001で、有意でない（式38）。

BSBLZの回帰係数と決定係数は、－0819と0328についても同様であるが、調

査年度と共にそこに入る割合の減少が想像される（式39）。BS。L2の回帰係数

と決定係数は、0551と0132で有意でないが、調査年度と共にそこに入る割合

の増大が想像される（式40）。第4段階は、百分率が大きく、式40と式33との

関連性が考えられる。試みにこれらを平均すると、法2の回帰係数と決定係数

は、人凡－0107と0154とみられる。

5　7　垂直眺と各種目間の相関性lU）

明らかな比例関係ではないが、相関性を次のように評価する。身長では正、

回帰係数では、体格項目の体重・胸囲の2項目では負である。垂直跳は身長と

は相関が認められるとしても、体重と胸囲には認め難い。すなわち、体重と胸

－26－



人阪経祈法科入学学生の体力の5段階評価（Ⅰ）（沢、森下、勝）

図が、垂直桃の高さと比例しているとは考え難い。一方、体力項目の回帰係数

の人きいところでは、重科関係数もやや大きく、回帰力程式からその傾向が伺

える。本学学ノ1＿の垂直跳（cm）の各項目上への回帰力柱式と墓相関係数（R）

は、次のとおりである。

重出跳（cm）＝64043－0071（胸　　　　　囲）（R＝0089）・　・（41）

垂直跳（cm）＝61238－0076（体　　　　重）（R＝0．106）・・（42）

垂直跳（cm）＝52．066＋0097（踏台昇降遊動）（R＝0127）　・（43）

垂直桃（cm）＝47988十0172（伏臥上体そらし）（R＝0．169）　　（44）

垂直跳（cm）T16166＋0246（身　　　　　長）（R＝0186）・　・（45）

垂直跳（C皿）＝55197　＋0243（立位体前屈）（R＝0．216）・　・（46）

垂直跳（cm）＝51617＋0127（背　　筋　　力）（R＝0308）　　（47）

垂直跳（cm）＝38992＋0．401（握　　　　力）（R＝0344）・・（48）

垂直跳（cm）＝29636十0625（反　復　碩　眺）（R＝0394）　　（49）

止の回帰係数は0097（踏台男降運動）から0625（反復横跳）の範匪】である。

壷相関係数は0127（蹄台昇降運動）から0394（反復横跳）の範囲である。垂

相関係数が、きわめて小さいは体格における胸開・体重と体力における踏台昇

降運動・伏臥上体そらしの4項目である。これらについては垂直眺の高さとの

比例関係は認められない。

一方、重相関係数の比較的人きい項目は、体格における身長と体力における

背筋力・握力および反復偵桃の4項目である。これらの4項目は、垂直跳の高

さと粗い比例関係があると考えられる。重し自二跳ほ体格の「身長」および体力の

「背筋力・握力・反復横跳」に何らかの依存関係があると思われる。

5　8　背筋力と各種目間の相関性11）

明かな比例関係は認められないが、相関性を次のように評価する。回帰係数

は、体格の3項H（身長・体重・胞闘）および体力の4項目（握力・伏臥上体

そらし・立位体前屈および踏台昇降運動）の4種目である。本学学年の背筋力

－27一



大阪経済法科入学芋作の体力の5段階評価（1）（沢、森下、勝）

（短）の各項目上への回帰方程式と蔓相関係数（R）は、次のとおりである。

背筋力（k）＝117081＋0202（蹄台昇降運動）（R＝0088）　・（50）

背筋力（短）＝101734＋0．480（伏臥卜体そらし）（R＝0156：卜　　（51）

背筋力（kg）＝122．660＋0556（立位体前屈）（R＝0．169ト　・（52）

背筋力（kg）＝　75511＋0798（体　　　　重）（R＝0349）・・（53）

背筋力（kg）＝　74757十0．869（垂　直　跳）（R＝0309）・・（54）

背筋力（kg）＝－36．217＋0895（身　　　　長）（R＝0．254）・　‥（55）

背筋力（kg）＝　73237＋1179（反　復　桟　跳）（R＝0．263）・・（56）

背筋力（k）＝16．637十1244（胸　　　　囲）（R＝0374）・　（57）

背筋力（kg）＝　34．423＋1．816（握　　　　力）（R＝0596）‥　（58）

正の回帰係数は0202（踏台昇降運動）から1816（握力）の範囲である。垂

相関係数は0．088（踏台昇降運動）から0596（握力）の範閲である。この中で、

伏臥上体そらし・立位体前屈・踏台昇降運動の3項目は、比例関係があるとは

認め難い。一方、垂相関係数の大きい握力と背筋力とは比例すると思われる。

6　おわ　り　に

本学学生15，885名を対象とした、10年間（1983～1992年）の時系列データを

上述のように解析し、その結果を、以下のように要約する。

（A）　5段階評価における垂直跳

垂直跳における全平均の構成比率（％）は、第1段階（32cm以下）が0．32％、

第2段階（33－42cmの範囲）が351％、第3段階（43～53cmの範囲）が24．73

％、第4段階（54～63cmの範囲）が4470％および第5段階（64以上）が26．57

％である。ここでは、第4段階が最高の約45％で、次点の第3段階と5段階を

合わせると約51％を占める。

（B）　5段階評価における背筋力

－28－



人阪経済法科人洋学′】の体力の5段階評価（1）（汎、森卜、勝）

背筋力における全、t′均の構成比率（％）は、第1段階（71kg以下）が0．50％、

第2段階（72～107kgの範囲）が16161％、第3段階（108－143kgの範囲）が55

74％、第4段階（144～177kgの範囲）が2344％および第5段階（178kg以上）

が395％である。ここでは、第3段階が最高の約56％、次点の第2段階と4段

階を合わせると約40％を占める。

（C）　垂直跳の回帰係数と決定係数

1年次における第3、4および5段階の回帰係数と決定係数をそれぞれ単純

平均すると、0216と0521である。また、2年次／1における第3・4・5段階

のl・11帰係数と決定係数をそれぞれ中経、ト均すると、0171と0．336である。本学

における第3、4および5段階のl口帽係数は、それぞれ－2273、0071および

2642であり、第3、4およひ5段階の決定係数は、全体ではそれぞれ0459、

0010および0492である。なお、1年次生の方が2年次仕より比例関係がやや

はっきりしている。また、測定年度と共に分布が上位に移る傾向がある。

（D）　背筋力の回帰係数と決定係数

1年次における第2・3・4段階のい】1帰係数と決定係数をそれぞれ単純平均

すると－0207と0594である。同様に、2年次では、それぞれ－0．150と0．150

である。141次叶では比例関係が認められるが2年次生は有意ではない。第2、

3および4段階の回帰係数は、それぞれ－0978、－1．087および1531である。

また、第2、3および引段階の決定係数は、それぞれ0．335、0322および0459

である。なお、1年次生の方が2年次生より比例関係がややはっきりしている。

また、孤l促年鑑と共に、分布が卜侍に移る傾向がある。
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